
社会資本総合整備計画

上山城
かみのやまじょう

周辺
しゅうへん

地区
ち く

都市
と し

再生
さいせい

整備
せい び

計画
けい か く

（第２回変更）

山形
やまがた

県　上山
かみのやま

市
し

平成２５年１２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 41.4 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年

平成20年度 平成27年度

人／日
平成21年度 平成27年度

％
平成20年度 平成27年度

20%中心市街地への居住意向率 市民アンケート調査
地区課題の整備により、市民の2割が市街地に魅力を感じ住みた
くなるまちづくりを目指す。 15%

歩行者・二輪車通行量 中心市街地７地点における休日の歩行者・二輪車通行量
回遊コース整備がもたらす観光客や市民等の回遊促進による、賑
わい創出の指標となる。 4,692人／日

中心市街地観光入込客数

目標値

267,000人／年

4,825人／日

温泉入浴客数（新湯地区、湯町地区、十日町地区）及び上
山城入館者数並びに武家屋敷三輪家入館者数の合計

街なか観光の目標となる観光資源の魅力を磨き上げるとともに、
それらの間の回遊を促す回遊コースの整備を進めた結果として、
街なか観光・交流の拡大を示す指標となる。

265,213人／年

都道府県名 山形県 上山市
カミノヤマシ

上 山 城 周 辺 地 区
　カミノヤマジョウ シュウ ヘン チ ク

計画期間 交付期間 27

大目標：住んで良し・訪れて良し、上山城周辺の風情を活かし、賑わいと居心地良さが同居した中心市街地の再生

　　目標１：歴史や街並み、温泉を活かした、歩いて楽しいまちの形成
　　目標２：一人ひとりが主役となる、居心地良いまちの形成

・　上山市は、山形県の南東部に位置し、県庁所在地の山形市の南に隣接している。また、古くから羽州街道の要衝として栄えた城下町・出湯のまちとして賑わった宿場町でもあり、現在においても上山城周辺には歴史と温泉を活かした観光資源が数多
く存在しており、中でもかみのやま温泉は県内有数の温泉地として知られており、当温泉街が位置する中心市街地の観光客数は1,049千人（平成20年度）と、市全体の主要観光施設の観光客数の約7割を占めている。
・　本市の中心市街地は、「観光のまち」と「生活のまち」という二つの側面を有しており、それぞれの営みが相互に関連しながら、サービスや暮らしの質を高め合うようなまちづくりを展開することが長年の課題となっている。
・　このような背景を受け、第５次振興計画補完計画（平成13年～18年）では、まちづくりの新たな方向性として、地元消費と観光に対応した複合商業地としての活性化や協働によるまちづくりを掲げ、この方針に沿って、官民が一体となって足湯の整備、
武家屋敷通りの美装化、板塀の整備や案内板整備等を行い、観光客が街歩きを楽しめるような回遊性の高い観光地づくりに取り組んできている。また、ソフト面においても、上山市観光物産協会等を中心にゆかたまつりの開催や湯かった手形の発行、
街歩きマップの作成、ボランティアガイドによる街歩き案内など、街歩きを楽しませる仕掛けづくりが盛んに行われている。
・　しかしながら、観光の質的転換や長引く景気の低迷などから観光客数は減少基調にあり、温泉街を中心とした市街地では、その活力の低下とともに人口減少や高齢化が著しい状況となっている。
・　上山城周辺地区は、まちづくりの中心となる地区であり、上山城、武家屋敷、湯町の温泉街、宿場町の景観を残す十日町通りなど、上山の歴史が凝縮された空間であると同時に、市街地再開発事業で建設されたショッピングプラザカミン、医療機関、
金融機関等がコンパクトに集積した地区である。また、当地区は、旧法に基づく中心市街地活性化区域に位置づけられ、現在策定作業中の中心市街地活性化基本計画でも区域に含まれることとなっている。
・　城下町・宿場町・温泉町として栄えた当地区には、温泉資源、歴史を感じさせる建物や数多くの蔵が建ち並ぶ景観、フルーツをはじめとする豊富な地場農産物に支えられた豊かな食文化があるが、まとまりにかけており、観光地としてまだまだ十分に活
用されていない状況にある。また、以前は活気のあった商店街も、空き店舗が目立ち、魅力、活力が低下している状況にある。
・　計画立案に当たっては、市民アンケート調査（平成20年８月実施、市民1,000人対象、回収率約43％）、関係16団体に対するヒアリング調査等を実施している。
・　現状の取組み体制としては、副市長を議長、関係課長を委員とした「上山まちづくり推進会議」を設置し、都市再生整備計画をはじめ中心市街地のまちづくりに係る施策を企画調整している。

　本地区は第6次上山市振興計画において、文化的・歴史的資源、地形などを活かしながら、上山城周辺を快適で魅力的な歩行空間として整備することとしている。その舞台となる都市空間は、安全・快適かつ楽しく利用できるハード面の整備が充分でな
い。
　目標１　歩いて楽しいまちの形成　　　上山城周辺には豊富な観光資源が点在している。点在する資源を回遊動線の美装化と安全性の確保等の街並みの整備を行うことにより、訪れる者にとって魅力的なハード整備事業の展開が必要である。
　目標２　居心地の良いまちの形成　　　市民意識調査等では、中心市街地へ住みたいという人はわずか１５％であり、活力あるまちづくりや生きがいをもって生涯を健やかに暮らせる快適で安心・安全のまちづくりなどの期待が特に高くなっており、市民
が暮らしやすい居心地良いまちづくりが必要である。

・　第６次振興計画（平成18年～27年）では、第５次振興計画に引き続き市民協働を基礎に据えながら、戦略プロジェクトとして「『健康』で創造する観光・生活都市プロジェクト」を掲げている。これは、これまで築き上げてきた観光や農業をはじめとする産
業と生活の両面から、総合的に魅力を高め、連携させ、「温泉」、「食」といった、上山らしい独自の地域資源を活かした展開と広がりを持たせる視点として「健康」に着目し、「健康」の視点からまちづくりの諸施策を相互に関連づけ、地域の活性化に広く波
及させていこうとするものである。
・　さらに同計画では、本地区を対象に、「景観豊かな魅力ある回遊コースの整備」を進めることとし、ゆかたの似合う町づくりをコンセプトに、上山城や武家屋敷、春雨庵、足湯などの地域資源を歩いて廻れる回遊コースを設定することを掲げている。
・　上山市都市マスタープラン（平成10～27年）では、本地区を含む中部地区のまちづくりの方向性を「中心市街地や温泉観光にふさわしい整備と地域づくりをめざし、活性化を図る地区。特にアクセス性の向上を図るとともに、歴史性や文化性を保全・活
用し、歩くことが楽しめるまちづくりを進める地区」と定めている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

○交付期間中の事業の進行管理について
　各課連携のもと事業を着実に推進するとともに、庁内の「上山まちづくり推進会議」を中心に事業進捗の評価や改善を検討し、それらの状況については情報公開に努め、広く市民へ伝えることとする。

○交付期間終了後の継続的なまちづくりについて
　事業終了後も、上山市中心市街地活性化協議会等との連携を継続し、官民が目標を共有し、協働してまちづくりを進める。

○街並み形成や賑わい再生に向けた市民活動の状況について
・　近年、商店会活動や市民活動等により、街並み形成や特産品づくりなどのまちづくり活動が芽生えてきており、NPO法人化の動きもある。
・　中心商店街である十日町通りでは、若手後継者が平成20年に「十日町未来会」を立ち上げ、商業祭の開催など、意欲的な活動を見せている。
・　市民活動の中で、今ある町家建築の良さが見直されはじめており、改修によって魅力的な住宅ストックとして再生する気運が現われている。
・　東北芸術工科大学との連携により、学生が空き店舗を活用したギャラリー開設など、様々なまちづくり活動に関与している。

方針に合致する主要な事業
整備方針１：魅力豊かな回遊コースの整備
　回遊の核となる上山城の拠点機能を向上させるとともに、上山城を中心に、武家屋敷通り、湯町の温泉街、湯の上観音、十日町通り、三島坂、月待坂を
一周する回遊コースを設定し、道路空間の美装化やサイン整備や上山温泉クアオルト構築のために健康ウォーキングの発着拠点を設置し、交流の場や休
憩の場として整備を進める。
　上山城周辺の道路空間や街並みを修景することで、さまざまな地域資源を結んだ回遊コースの基盤をつくり、将来的には、本市を訪れる観光客が、城や
武家屋敷、足湯、歴史的街並みが残る十日町通り等を楽しくめぐり歩き、その途中で市民とふれあい、小売店や飲食店に立ち寄ったりするような、賑わいの
あるまちを目指す。

道路（道路の美装化事業）
地域生活基盤施設（歩行者誘導舗装整備事業、上山城拠点機能強化事業、憩い空間整備
事業、遊歩道整備事業、駐車場整備事業）
既存建造物活用事業（温泉クアオルト拠点整備事業）
地域創造支援事業（上山城拠点機能強化事業）

整備方針２：安全で快適な市街地環境の改善
　街なかの歩行者空間をしっかりと確保するとともに、気軽に休んだり、おしゃべりしたり、一人ひとりが主役になれる居心地良い場所づくりを進めることで、
将来的には、「住んで良し、訪れて良し」と言われるような居心地の良い快適なまちを目指す。また、街なかを拠点としてさまざまな市民活動が展開され、活
動内容をお互いに披露し、刺激を受け合い、あるいは新たなステップに向けて複数の団体が連携したりするなど、市民主導によるまちづくりがさらに本格化
していくことを目指す。

地域生活基盤施設（憩い空間整備事業、遊歩道整備事業）
高質空間形成施設（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾄｲﾚ推進事業）
高次都市施設（コミュニティーセンター整備事業）
地域創造支援事業（高齢者ｻﾛﾝ設置事業及び社会実験、十日町通り電柱移設調査事業）
まちづくり活動推進事業（十日町通り景観形成支援事業）



中心市街地観光入込客数 （人／年） 265,213 （Ｈ20年度） → 267,000 （Ｈ27年度）

歩行者・二輪車通行量 （人／日） 4,692 （Ｈ21年度） → 4,745 （Ｈ27年度）

中心市街地への居住意向率 （　　　%　） 15 （H20年度） → 20 （H27年度）

上山城周辺地区（山形県上山市）　整備方針概要図

目標
住んで良し・訪れて良し、カミノヤマジョウ周辺の風情を活かし、賑わいと居心地

良さが同居した中心市街地の再生

代表的な

指標

　　　　　　　　基幹事業

　　　　　　　　提案事業

　　　　　　　　関連事業

凡　　例

JRかみのやま温泉駅

紫苑庭

足湯

足湯

共同浴場

共同浴場

共同浴場

共同浴場

■【地域創造支援事業】
・十日町通り電柱移設調査事業
　主要地方道上山七ヶ宿線　Ｌ=500ｍ

■【地域生活基盤施設】
・歩行者誘導舗装整備事業（上山市）
　案内板　15か所

・・・誘導ルート

■【地域生活基盤施設】
・憩い空間整備事業　　　2か所
　多目的広場整備　Ａ=132㎡　A=173㎡

■【地域生活基盤施設】
・月岡公園外周遊歩道整備事業
　Ｌ=280ｍ
　　

■【高質空間形成施設】
・ユニバーサルデザイントイレ推進事
業　3箇所

■　上山城周辺地区都市再生整備計画事業
(道路・公園　等　41.4ha)

■【地域生活基盤施設】
・上山城拠点機能強化事業
　広場舗装　Ａ=3,100㎡

ショッピングプラザカミン
市立図書館

足湯

山田家

三輪家

森本家

足湯

共同浴場

湯の上観音

旧曽我部家

上山城

十日町商店街

上山市中心市街地活性化基本計画に
おける中心市街地（約97ha ）

道路改良済区間（美装化）

■【道路】
・市道軽井沢十日町線
　美装化Ｌ=375ｍ

■【道路】
・市道新丁湯町線
　美装化Ｌ=90ｍ

■【道路】
・市道上山城通り線
　美装化Ｌ=500ｍ

■【既存建築物活用事業】
・蔵活用交流センター　１棟

■【地域創造支援事業】
・高齢者サロン設置事業　1棟

■【まちづくり活動推進事業】
・十日町通り景観形成支援事業
　15棟

■【地域創造支援事業】
・上山城拠点機能強化事業　スクリーン設置
　トイレ美装化

■【地域創造支援事業】
・高齢者サロン設置社会実験事業　
1棟

・・・整備箇所

■【道路】
・市道新湯通り線
　美装化Ｌ=440ｍ

■【地域生活基盤施設】
・西内堀周辺遊歩道整備事業
　Ｌ=140ｍ
　　 ・・・整備箇所

■【高次都市施設】
・コミュニティーセンター整備事業　1棟

■【地域生活基盤施設】
・駐車場整備　A=1,900
㎡　40台

■【地域生活基盤施設】
・湯樋線遊歩道整備事業
　Ｌ=130ｍ
　　 ・・・整備箇所


